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ICT活用教育の総合情報サイト

「教育とICT Online」
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/
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政府が「AI人材育成」を推進

 「統合イノベーション戦略推進会議」

 「AI戦略実行会議」

 小中高等学校で「理数分野の興味関心を向上」
「ICT人材の登用や1人1台の端末など、教育環
境を整備」

 高等学校で「AIの基礎となる実習授業」

「確率・統計・線形代数等の基盤を習得する

教材」を導入

 大学・高専で「文理を問わずAIリテラシー教
育を50万人に展開」
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出典：AI戦略2019（概要版）



全学対象のAI基礎教育のポイント

 既存の情報基礎教育のカリキュラムの中に組
み込めるように、1～3回の授業（1回当たり
60分～90分程度）で実現できる

 社会の中のさまざまな場面で、具体的にどの
ようにAIを利用しているのか、把握できるよ
うにする

 授業を通じた限られた時間の中で、実習を通
じて機械学習や学習用データについて学べる
ようにする
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人工知能「ちの」
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日経BPの書籍「人工知能育成ブック」（1580円＋税）で提供して
いる画像認識の人工知能

⇒ デモをご覧ください



人工知能「ちの」の特長

 「Windows 10 Pro/Home」「macOS」のスタン
ドアローン環境で動作。初期登録、クレジットカード
登録などは不要

 「dog」「cat」などの名称のフォルダーを作成して
その中に学習させる画像を保存するだけで、画像を学
習できる

 画像のフォルダーは3つ以上も可能

 学習結果は、特定フォルダーに1つのファイルで保存

 学習結果のファイルを入れ替えるだけで、学習結果が
変わる。特定の学習結果を使った演習も容易

「日経パソコンEdu」を授業採用している教育機関は、
学生のパソコンに無料で実装できる

12



大阪工業大学での授業例
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授業名 ： 基礎情報処理

担当 ： ロボティクス＆デザイン工学部

井上明 教授

学生 ： ロボティクス＆デザイン工学部

1年生約300人

実施日 ： 2019年7月18日

レポート提出の課題あり



授業の内容
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□2019年7月18日の授業

・AIの基礎についての講義

・「ちのちゃん」のインストール方法の説明

・次回までに「Teams」で提出する課題の説明

課題：自分でテーマを設定して実際に画像を

学習させて、結果をまとめる

授業風景の写真
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レポートの例（魚の判別）
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レポートの例（居眠りの判別）



レポートの例（クレヨンと色鉛筆）
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宮城教育大学での授業例
授業名 ： 技術・情報ものづくり教育体験演習

担当 ： 技術教育講座 安藤明伸 教授

学生 ： 技術専攻と情報ものづくりコース

1年生20人、他学年7人

実施日 ： 2019年7月3日、7月10日
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授業の内容
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SD法によるAIに対する印象評価結果

第37回日本産業技術教育学会東北支部大会講演論文集（2019.12.22 弘前）より
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SD法による分析の結果

今回の授業が
「AIに対する健全な批判力」
「AI活用に対する興味」
の育成に有用



因子分析の結果
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学習効果に影響を与えているのは、
学生がAIに対して持っている
「新規性」「親近感」「有用感」
というべきイメージの強さ
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日経パソコンEdu
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授業用の連携テキストを用意
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プログラミング、AI基礎などをカバーする新テキストを
2020年3月に発行します（580円＋税）

特定の教育機関向けにAI学習の基礎や応用をカバーする
専用の連携テキストを発行することもできます。テキス
トの内容はご要望に応じてカスタマイズ可能。最低発行
部数、価格等はお問い合わせください。
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日経パソコンEduの価格（税別）

1年分ライセンス ： 2160円

⇒ AXIES加盟教育機関：1944円

4年分ライセンス ： 6000円

⇒ 学認を利用 ： 4000円

校費ではなく、教科書として学生さんに購入いただいている学校が
多くあります
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お問い合わせ先
日経BPマーケティング 文教営業部
電話：03-6811-8087

Webフォーム：nbpm.jp/npcedu


